
読み聞かせグループを立ち上げましょう！  

ある新聞記事によれば、読み聞かせ中の

脳の働きを調べる実験が日本大学大学院総

合科学研究科の泰羅雅登教授を中心とする

研究チームによって行われ、この実験によ

って、初めて読み聞かせの効果が科学的に

実証されたそうです。 

その実験の結果、読み聞かせ中、読み手

である母親の脳では前頭前野（ぜんとうぜ

んや）が活発に働き、聞き手である子ども

の脳では大脳辺縁系（だいのうへんえんけ

い）が活発に働いていることが分かったと

いうことです。 

前頭前野は、思考や創造力、コミュニケ

ーション、感情のコントロールといった機

能をつかさどり、大脳辺縁系は喜怒哀楽を

生み出し、その感情に基づいて基本的な行

動を決めている部分だそうです。 

 泰羅教授は大脳辺縁系を「心の脳」と呼

び、「健やかに育っていくためには大脳辺

縁系がよい働きかけを受け、情動が豊かに

なることが大切」と述べ、「子どもは読み

聞かせを通じて、豊かな感情、情動がわき

上がっているのだろう。脳は使うことで発

達する。読み聞かせは、結果として子ども

の豊かな感情を養い、『心の脳』が育つた

めに役立っているのだろう。」と分析して

います。 

一方、母親は一人で音読をしているとき

よりも子どもを相手に読んでいるときの方

が前頭前野の活動がより活発で、特にコミ

ュニケーションをとっているときによく活

動する部分が働いていることが分かりまし

た。泰羅教授は、「子どもも大人も、とも

に楽しめることが読み聞かせの良さ。親が

子どもの表情を見ながら、そして気持ちを

考えながら話す言葉には、大きな力がある

のだと思う。読み聞かせは親子の絆をつく

る良い機会となるでしょう。」とアドバイ

スしています。 

また、別の研究では、父親が絵本を読み

聞かせてくれる機会は少ないため、その特

別感から、父親の読み聞かせに子どもが集

中しやすいという結果も分かったというこ

とです。それだけでなく、男性が読み聞か

せをする時は、絵本について抽象的な質問

をする傾向が見られたそうです。例えば、

母親が絵本について

「りんごはいくつあ

る？」と明確な正解

がある質問をするの

に対し、父親は「見

て、ハシゴだよ。こ

の間、トラックの上にハシゴが積まれてい

たね。」といった、より想像力がかきたて

られ、会話がふくらむような質問をするそ

うです。単語ひとつで答えられる質問をす

る母親に対し、父親からの質問はより考え

をめぐらせ、それを説明するような答えを

求めるものです。このため、結果的に言語

能力の発達にプラスの影響を及ぼしている

のではと言われています。さあ、いよいよ

父親の出番ですね。          

少々、前置きが長くなりました。５月の

参観日の際に保護者による読み聞かせを実

施したい旨のお話をしました。その後、個

別にお話をさせていただいたところ、かな

りの数の保護者が前向きに考えていただい

ていると実感したところです。 

先日、保護者の皆様に読み聞かせボラン

ティアへの参加を呼びかけるプリントを配

付させてもらいました。ぜひ、積極的に応

募してください。地域の方で読み聞かせに

関心がある方がいらっしゃいましたら、お

声かけをお願いしたいと思います。 

 田植えをしました。  

今年も、長○○司

さんの水田をお借

りして米作りの体

験をさせていただ

きます。 

田植えに先立ち、

代かきを兼ねて１・２年生が泥リンピック

を行いました。５月３０日火曜日の宮崎日

日新聞にその時の様子が記事として掲載さ

れています。最初は、おそるおそる水田に

入った子どもたちも、時間が経つにつれて

大胆になっていき、最後は予想どおりどろ
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んこまみれになっていました。 

さて、田植え初体

験の１年生の２、３

名を除いて、随分と

慣れているはずの田

植えと思いきや、や

はり一年ぶりのことで、なかなか思うよう

に進みませんでした。それでも、時間を追

うごとに上手に手際よく植え付けができる

ようになり、時間どおり田植えを終えまし

た。 

お手伝いくださった皆様には、心より感

謝申し上げます。 

 ユリノキの花が咲いています。  

学校のランチハウス横

のデッキから何気なく木

を眺めていると、「うん？

何かでっかい花らしきも

のが咲いている！！しか

も、結構な数だ。」樹木の

高さが高い上に、花が真上

を向いて咲いているので

下からだと気付きにくい

のですが、大きくて美しい花です。さて、

何という花でしょう？ 

調べてみると、正体は「ユリノキ」とい

う名前でした。今は、便利ですね。インタ

ーネットで特徴を入

力して検索すると、

大した時間もかから

ずさまざまな情報が

手に入ります。花は

ユリというよりかはチューリップという感

じです。葉っぱが職人の「半纏（はんてん）」

の形に似ているから「ハンテンボク」とも

言われるようです。 

 奉仕作業ありがとうございました。  

６月５日（月）は、本年度初めての奉仕

作業が行われました。天気の関係で日延べ

しましたが、お陰様ですばらしい作業日和

に恵まれました。縁起を担いでいるわけで

はありませんが、地域住民、保護者、児童

すべての皆様の日頃の精進の賜物ではない

かと思っているところです。当日は、多く

の方々に集まっていただき、時間いっぱい

環境整備に汗を流していただきました。学

校がきれいになったことで、子ども達も気

分を新たに学習活動に取り組んでくれるこ

とと思います。本当にありがとうございま

した。 
 子どもたちの健闘を称えます。  

◇宮崎日日新聞「かりぼし往来」掲載 

４年 ○○ ○○  さん 

◇宮日こども新聞「宮日文芸」掲載 

      ６年 ○○ ○○  さん 

◇県スポーツ少年団西臼杵郡ブロック大会 

 バレーボール競技女子Ａブロック 

２位 マジカルキッズ 

 剣道競技小学生男子の部 

      １位 道心会  

 教育に関する名言  

一日の計は朝に在り、一年の計は春

に在り、一生の計は少壮の時に在り      

安井息軒 
 宮崎県（当時の清武郷）出身の江戸時代

の儒学者です。この名言は、息軒が開いた

三計塾の「塾記」にある言葉で、「何事も初

めのうちが大切である。」ということを教え

ている言葉です。 

 おまけ 頭の体操  

問題１      ※鎌倉学園中入試問題 

規則に従って□の中に数字を入れなさい。 

① １、４、９、16、25、□、49 

答え     

② １、２、３、５、８、13、□、34、55 

            答え     

問題２    ※③だけ、灘中入試問題 

規則に従って□の中に漢字を一字ずつ入

れなさい。 

① 林→村→□→作→昨 

            答え     

② 注→浅→□→□→根 

          答え   、   

※ 答えがお分かりになられたら、学校ま

で連絡ください。 

 

坂本小学校の合言葉 

あ あかるく 

し しんけんに 

た たくましく 


